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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機の裏面に設けられる機構盤、又は遊技盤の裏面に設けられる集合板に取り付けら
れる遊技動作を制御する装置を収納する装置ケースを備えた遊技機において、
　前記装置ケースもしくは前記機構盤又は前記集合板のいずれか一方に爪部を備えた本体
支軸を、
　前記装置ケースもしくは前記機構盤又は前記集合板のいずれか他方に前記本体支軸を挿
入した際に前記爪部が到達する位置に溝部を備えた本体軸受けを備え、
　前記本体支軸を前記本体軸受けに挿入した後に所定の回転を加えることにより前記溝部
に前記爪部が入り込むことで、前記機構盤又は前記集合板と前記装置ケースとを閉状態で
固定可能とし、
　該閉状態から所定の回転を加えて前記溝部から前記爪部を抜き出すことにより固定を解
除し、前記本体支軸を前記本体軸受けから抜き出す方向へと移動させることで、前記機構
盤又は前記集合板と前記装置ケースとを開状態で固定可能とする
　ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、遊技機の遊技内容を制御する制御装置の取付け方法であって、メンテナンスの
簡略化に係るものである。
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【０００２】
【従来の技術】
従来、遊技動作を制御する制御装置を収納する装置ケースを遊技機に取り付ける際、遊技
機の裏面に配置される機構盤又は遊技盤の裏面に取着される集合板の裏面に装置ケースの
上下又は左右を支持固定するものが提供されていた。
【発明が解決しようとする課題】
このため、従来の装置ケースの裏側又は近接した位置に設けられた装置及び部材のメンテ
ナンス（修理、交換等）を行う際、装置ケースの取り外し作業及び取り付け作業が面倒な
ため、所要時間が長くかかるという課題を有している。
ここで、本発明はこれらの課題を好適に解決し、装置ケースを容易に着脱及び移動可能と
することで、作業の簡略化を可能とする遊技機の制御装置ケース取付構造を提供すること
を目的として為されたものである。
【０００３】
【課題を解決するための手段及び効果】
　請求項１に記載の遊技機は、遊技機の裏面に設けられる機構盤、又は遊技盤の裏面に設
けられる集合板に取り付けられる遊技動作を制御する装置を収納する装置ケースを備えた
遊技機において、前記装置ケースもしくは前記機構盤又は前記集合板のいずれか一方に爪
部を備えた本体支軸を、前記装置ケースもしくは前記機構盤又は前記集合板のいずれか他
方に前記本体支軸を挿入した際に前記爪部が到達する位置に溝部を備えた本体軸受けを備
え、前記本体支軸を前記本体軸受けに挿入した後に所定の回転を加えることにより前記溝
部に前記爪部が入り込むことで、前記機構盤又は前記集合板と前記装置ケースとを閉状態
で固定可能とし、該閉状態から所定の回転を加えて前記溝部から前記爪部を抜き出すこと
により固定を解除し、前記本体支軸を前記本体軸受けから抜き出す方向へと移動させるこ
とで、前記機構盤又は前記集合板と前記装置ケースとを開状態で固定可能とすることを特
徴とする。
【０００４】
　前述した構成により請求項１に記載の遊技機は、取り付け動作を行うだけで装置ケース
の落脱を防止するためのロックができるという優れた効果を有し、閉状態又は開状態で機
構盤又は集合板に固定しておくことができるため、装置ケースの裏側及び近接した位置に
設けられた装置又は部材のメンテナンス（球詰り及び部品の交換等）作業を行う際の装置
ケースの取り付け及び取り外しの面倒な作業を不要なものとし、メンテナンス作業の簡略
化を図ることができるという効果を有する。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の好適な実施例を図面に基づいて説明する。尚、本発明の実施の形態は、
下記の実施例に何等限定されるものではなく、本発明の技術的範囲に属する限り種々の形
態を採り得ることはいうまでもない。
【００２０】
【実施例】
図１はパチンコ機１０を裏側から見た裏面図である。図示するように、機構盤１１が前面
枠１２に脱着及び開閉可能に取り付けられ、その前面枠１２と機構盤１１に挟まれる状態
で遊技盤１３が収納される。
機構盤１１には、上方から、球タンク１４、誘導樋１５及び払出し装置１６が設けられて
いる。この構成により、遊技盤１３上の入賞口に遊技球の入賞があれば球タンク１４から
誘導樋１５を介して所定個数の遊技球を払出し装置１６により図示しない上皿に排出する
ことができる。
【００２１】
また、機構盤１１には主制御装置２０及び賞球制御装置２１が脱着可能に取り付けられて
おり、主制御装置２０はヒンジ機構により集合板１７に開閉可能に取り付けられている。
遊技盤１３には特別図柄表示装置２２が、前面枠左下部には発射制御装置２３が、特別図
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柄表示装置２２の左側に外部接続端子装置２４が、各々取り付けられている。尚、機構盤
１１を中心とした遊技球の払い出し等に関する構造は従来の構成と同様であるため詳細な
説明は割愛する。
【００２２】
次に、図２を用いて主制御装置２０の装置ケース２５について説明する。
装置ケース２５は、蓋部２５ａと底部２５ｂにより構成されており、蓋部２５ａの蓋支軸
２６を、底部２５ｂの底軸受け２７へ貫設することによりボックス状に組み合わせること
ができ、蓋支軸２６と底軸受け２７によって蓋部２５ａと底部２５ｂを開閉可能に支持し
ている。
また、蓋部２５ａと底部２５ｂとをボックス状に組み合わせた状態で封印上部２８と封印
下部２９を特殊ネジ３０（ワンウェイネジ等）を用いて締結することにより封印すること
ができる。
更に装置ケース２５を取り付ける際に、遊技機裏面の集合板１７に設けられる本体軸受け
３１（図３参照）と組み合わせることでヒンジ機構を構成する本体支軸３２を備えている
。
【００２３】
前述した構成のため装置ケース２５は、封印上部２８と封印下部２９を特殊ネジ３０を用
いて締結し、締結した後に主制御装置２０に細工を試みる場合、装置ケース２５の少なく
とも一部を壊す（蓋部２５ａから封印上部２８を切り離す又は底部２５ｂから封印下部２
９を切り離す等）必要があり、細工を容易に行えないようにすることができると共に、細
工された場合においても細工された痕跡を残すことによって、細工をされた箇所を発見し
易くすることができる。
また、本体軸受け３１と本体支軸３２を各々集合板１７装置とボックス２５に備えてヒン
ジ機構を構成させることで、集合板１７に装置ケース２５を開閉可能に設けることができ
る。
【００２４】
ここで、図３及び図４を用いて集合板１７の本体軸受け３１と装置ケース２５の本体支軸
３２の構造について詳しく説明する。
図３に示す本体支軸３２は、円筒形の軸部３３に爪部３４を備え、本体軸受け３１は本体
支軸３２を挿入した際に爪部３４が到達する位置に溝部３５を備えており、本体支軸３２
を本体軸受け３１へ挿入した後に回転させることにより、溝部３５に爪部３４が入り込む
構造となっている。
【００２５】
図４に示す図は、溝部３５を設けた部分である面ａｂｃｄと溝部３５を設けない部分であ
る面ｅｆｇｈでの断面図である。
（ａ）に示す面ａｂｃｄでの断面は、本体支軸３２の爪部３４の部分での断面と、ほぼ同
様な形状をしている。
（ｂ）に示す面ｅｆｇｈでの断面は、本体支軸３２の爪部３４の部分での断面に溝部３５
の部分が加わった形状となっている。
【００２６】
本体支軸３２及び本体軸受け３１を前述した構造とすることにより、集合板１７に装置ケ
ース２５を取り付ける際は、本体支軸３２を本体軸受け３１へ挿入し、挿入した後に所定
の回転を加えることにより溝部３５に爪部３４が入り込むことでロックされ装置ケース２
５の落脱を防止する
逆に、集合板１７より装置ケース２５を取り外す際には、所定の回転を加えて溝部３５か
ら爪部３４を抜くことで、ロックを解除して本体軸受け３１から本体支軸３２を抜き取っ
て取り外すことができる。
【００２７】
　次に図５に集合板１７に装置ケース２５を取り付けた際の開閉移動時の各状態を示す。
状態Ａは集合板１７に取り付けられている閉状態（通常状態）の装置ケース２５の状態を
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示し、状態Ｂは集合板１７に取り付けられている開状態の装置ケース２５の状態を示して
いる。
【００２８】
　装置ケース２５を集合板１７に取り付ける際は、装置ケース２５を本体支軸３２を本体
軸受け３１へ挿入可能にし、方向ｂに移動させて軸３３を挿入して、本体支軸３２の中心
軸ｏを回転軸として状態Ａになるように所定の回転を加え、装置ケース２５が集合板１７
より落脱しないようにロックして取り付けることができる。逆に装置ケース２５を集合板
１７より取り外す際には、状態Ａとなっている装置ケース２５を状態Ｂになるように所定
の回転を加えてロックを解除し、方向ａに移動させることによって容易に取り外すことが
できる。
【００２９】
　また、装置ケース２５を集合板１７から取り外さずに状態Ｂで保つ際には、状態Ａとな
っている装置ケース２５を状態Ｂになるように所定の回転を加えてロックを解除し、方向
ａに多少（溝部３５の幅の１／５から１／２程度）移動させることにより、状態Ｂのまま
集合板１７に落脱しないように付けておくこともできる。
【００３０】
　以上、前述した第１の実施例によると、装置ケース２５自体の構造を制御装置に対する
細工を容易に行えない構造とされているため、不正防止に優れた効果を有する。また、装
置ケース２５と集合板１７とをヒンジ機構により支持する構造とすると共に、本体支軸３
２に爪部３４を本体軸受け３１に溝部３５を設けることにより、装置ケース２５の取り付
け及び取り外し作業の際に工具を使用せずに容易に行えるという優れた効果を有すると共
に、取り付け動作を行うだけで装置ケース２５の落脱を防止するためのロックができると
いう優れた効果も有する。
【００３１】
　更に、閉状態（状態Ａ）又は開状態（状態Ｂ）で集合板１７に付けておくことができる
ため、装置ケース２５の裏側又は近接した位置に設けられた装置及び部材のメンテナンス
を行う際の装置ケース２５の取り付け及び取り外しの面倒な作業を不要なものとし、メン
テナンス作業の簡略化を図ることができるという偉効も有する。
【００３２】
次に第２の実施例について説明する。
図６はパチンコ機１０を裏側から見た裏面図である。図示するように、機構盤１１が前面
枠１２に着脱及び開閉可能に取り付けられ、その前面枠１２と機構盤１１に挟まれる状態
で遊技盤１３が収納される。
機構盤１１には、上方から、球タンク１４、誘導樋１５及び払出し装置１６が設けられて
いる。この構成により、遊技盤１３上の入賞口に遊技球の入賞があれば球タンク１４から
誘導樋１５を介して所定個数の遊技球を払出し装置１６により図示しない上皿に排出する
ことができる。
また、機構盤１１には主制御装置２０及び賞球制御装置２１が着脱可能に取り付けられて
おり、主制御装置２０は誘導溝３６を用いて集合板１７に左右へ移動可能及び着脱可能に
取り付けられている。遊技盤１３には特別図柄表示装置２２が、前面枠左下部には発射制
御装置２３が、特別図柄表示装置２２の左側に外部接続端子装置２４が、各々取り付けら
れている。尚、機構盤１１を中心とした遊技球の払い出し等に関する構造は「特開平１０
－１４６５３７」に示す構造と同様であるため詳細な説明は割愛する。
【００３３】
次に、図７を用いて主制御装置２０の装置ケース２５’について説明する。
装置ケース２５’は、蓋部２５’ａと底部２５’ｂにより構成されており、蓋部２５’ａ
の蓋支軸２６を、底部２５’ｂの底軸受け２７へ貫設することによりボックス状に組み合
わせることができ、蓋支軸２６と底軸受け２７によって蓋部２５’ａと底部２５’ｂを開
閉可能に支持している。
また、蓋部２５’ａと底部２５’ｂとをボックス状に組み合わせた状態で封印上部２８と
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封印下部２９を特殊ネジ３０（ワンウェイネジ等）を用いて締結することにより封印する
ことができる。
更に装置ケース２５’を遊技機裏面の集合板１７に取り付ける際に用いられる誘導溝３６
と組み合わせることにより左右方向への移動を可能にするスライド部３７を備えている。
【００３４】
前述した構成のため、封印上部２８と封印下部２９を特殊ネジ３０を用いて締結した後に
主制御装置２０に細工を試みる場合、装置ケース２５’の少なくとも一部を壊す（蓋部２
５’ａから封印上部２８を切り離す又は底部２５’ｂから封印下部２９を切り離す等）必
要があり、細工を容易に行えないようにする又は細工された痕跡を残すことによって不正
を防止することができる。
また、誘導溝３６とスライド部３７を各々集合板１７と装置ケース２５’に備えて組み合
わせることで、集合板１７に装置ケース２５’を左右方向へ移動可能に設けることができ
る。
【００３５】
ここで、図８、図９及び図１０を用いて集合板１７の誘導溝３６と装置ケース２５’のス
ライド部３７の構造について詳しく説明する。
図８に示すスライド部３７は内部にスプリング３８及び金属球３９を備え、誘導溝３６は
スライド部３７を組み合わせた際に金属球３９が通過する位置に窪み４０を備え、金属球
３９が窪み４０に嵌り込んだときロックされ、窪み４０から金属球３９が抜け出たときロ
ックが解除される構成となっている。
【００３６】
図９に示す図は、窪み４０を設けた部分である面ｉｋｍｎと窪み４０を設けない部分であ
る面ｐｒｓｔでの断面図である。
（ａ）に示す面ｉｋｍｎでの断面は、窪み４０に金属球３９が嵌り込んでおり、スプリン
グ３８によって固定されている状態である。
（ｂ）に示す面ｐｒｓｔでの断面は、窪み４０に金属球３９が嵌り込んでおらず、移動可
能な状態である。
【００３７】
誘導溝３６及びスライド部３７を前述した構造とすることにより、集合板１７に装置ケー
ス２５’を取り付ける際は、スライド部３７を誘導溝３６へ挿入し、挿入した後に所定の
方向に力を加えることにより誘導溝３６に添う状態で移動させることができる。また、移
動中に誘導溝３６に設けられた窪み４０に金属球３９が嵌ることでロックされ装置ケース
２５’の落脱を防止する。
逆に、逆に集合板１７より装置ケース２５’を取り外す際には、装置ケース２５’を誘導
溝３６に添う状態で移動させて、誘導溝３６からスライド部３７を抜くことで容易に取り
外すことができる。
【００３８】
また、図９に示すように誘導溝３６に横方向からスライド部３７を挿入する方法ではなく
、図１０に示すように誘導溝３６に正面からスライド部３７を挿入して横移動させること
によって取り付ける方法もある。
このように、正面からスライド部３７を挿入できるようにすることで遊技機の幅を有効に
利用し、図９に示す方法よりも移動範囲を大きくすることができる。
【００３９】
次に図１１に集合板１７に装置ケース２５’を取り付けた際の左右移動時の各状態を示す
。尚、説明は図９で説明した誘導溝３６を備えたものである。
状態Ａは集合板１７に取り付けられている右移動状態の装置ケース２５’を示し、状態Ｂ
は集合板１７に取り付けられている左移動状態の装置ケース２５’を示している。
【００４０】
装置ケース２５’を集合板１７に取り付ける際は、装置ケース２５’のスライド部３７を
誘導溝３６へ挿入可能にした状態で、方向ａに移動させてスライド部３７を誘導溝３６へ
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挿入し、誘導溝３６の所定位置にある窪み４０にスライド部３７の金属球３９が嵌り込む
まで方向ａに移動させることで、振動等により勝手に移動することない状態で装置ケース
２５’を取り付けることができる。
逆に装置ケース２５’を集合板１７より取り外す際には、方向ｂへ通常移動時よりも大き
な力を加えることで、誘導溝３６の窪み４０に嵌り込んだスライド部３７の金属球３９が
抜け出て固定が解かれ、誘導溝３６からスライド部３７を抜き取ることによって容易に取
り外すことができる。
【００４１】
また、装置ケース２５’を集合板１７から取り外さずに状態Ａ、状態Ｂ又はその他の位置
で保つために最適な位置に窪み４０を設け、状況に応じて位置を移動させることができる
。
【００４２】
以上、前述した第２の実施例によると、装置ケース２５’自体の構造を制御装置に対する
細工を容易に行えない構造とされているため、不正防止に優れた効果を有する。
また、装置ケース２５’と集合板１７とを移動可能に支持する構造とすると共に、スライ
ド部３７にスプリング３８及び金属球３９を、誘導溝３６に窪み４０を設けることにより
、装置ケース２５’の取り付け及び取り外し作業を工具を使用せずに容易に行えるという
優れた効果を有すると共に、取り付け動作を行うだけで装置ケース２５’の振動等による
移動を防止するための固定ができるという優れた効果も有する。
【００４３】
更に、右移動状態（状態Ａ）、左移動状態（状態Ｂ）又はその他の位置で装置ケース２５
’を集合板１７に付けておくことができるため、装置ケース２５’の裏側又は近接した位
置に設けられた装置及び部材のメンテナンスを行う際の装置ケース２５’の取り付け及び
取り外しの面倒な作業を不要なものとし、メンテナンス作業の簡略化を図ることができる
という偉効も有する。
そして誘導溝３６を縦に設けることで上下方向への移動も可能とし、複数本の誘導溝３６
を設けることで振動等による移動の防止及び移動時の安定性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　遊技機１０を裏面から見た裏面図である。
【図２】　装置ケース２５の分解斜視図である。
【図３】　ヒンジ機構の構成を示す斜視図である。
【図４】　ヒンジ機構の断面図である。
【図５】　装置ケース２５の開閉移動時の状態を示す斜視図である。
【図６】　遊技機１０を裏面から見た裏面図である。
【図７】　装置ケース２５’の分解斜視図である。
【図８】　スライド機構の構成を示す斜視図である。
【図９】　スライド機構の断面図である。
【図１０】スライド機構の構成を示す斜視図である。
【図１１】装置ケース２５’の左右への移動状態を示すである。
【符号の説明】
１０　・・・　パチンコ機　　　　　１１　・・・　機構盤
１２　・・・　前面枠　　　　　　　１３　・・・　遊技盤
１４　・・・　球タンク　　　　　　１５　・・・　誘導樋
１６　・・・　払出し装置　　　　　１７　・・・　集合板
２０　・・・　主制御装置　　　　　２１　・・・　賞球制御装置
２２　・・・　特別図柄表示装置　　２３　・・・　発射制御装置
２４　・・・　外部接続端子装置　　２５　・・・　装置ケース
２５ａ・・・　蓋部　　　　　　　　２５ｂ・・・　底部
２６　・・・　蓋支軸　　　　　　　２７　・・・　底軸受け
２８　・・・　封印上部　　　　　　２９　・・・　封印下部
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３０　・・・　特殊ネジ　　　　　　３１　・・・　本体軸受け
３２　・・・　本体支軸　　　　　　３３　・・・　軸部
３４　・・・　爪部　　　　　　　　３５　・・・　溝部
３６　・・・　誘導溝　　　　　　　３７　・・・　スライド部
３８　・・・　スプリング　　　　　３９　・・・　金属球
４０　・・・　窪み

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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